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牧草と園芸　第５３巻第２号（２００５年）

はじめに

　草地においては一般にイネ科牧草とマメ科牧草を

混播することが勧められるが，その理由・目的は以

下のようなことが言われている。

①タンパク質含量の多いマメ科牧草と炭水化物含量

の多いイネ科牧草の混生により，均衡がとれ，栄

養価の高い飼料生産が可能になる。

②マメ科牧草はミネラルに富むので，家畜の健康が

図られる（表１）。

③マメ科牧草に共生する根粒菌が空中窒素を固定　

し，その一部はイネ科牧草に移譲される。

④分解されやすいマメ科牧草残渣が利用毎に土壌に

添加され，微生物の分解活性が高まり，窒素の循

環が円滑になる（表２）。

　北海道では，良好なマメ科率と高水準の牧草収量

を目的に，草地の草種構成割合に対応した施肥管理

を勧めている。しかし，アカクローバでは現存品種

の永続性が４年程度であることや，他のマメ科牧草

草種も含めて，更新時のスタンド不良や冬枯れ，大

型機械による踏圧害や不適切な肥培管理等により，

経年化に伴ってマメ化率は低下している。１９９７年～

２００１年度（平成９～１３年度）に北海道で実施された

「牧草の栄養価および収量向上による飼料自給率向

上促進事業（Ｇプロ）」では，農・畜産試験場および

普及センターによる調査結果から，「全道の調査対

象草地の９２％がチモシー草地で，うち７８％が早生品

種。マメ科率は１０％程度にとどまっている」という

実態が明らかにされた。混播マメ科牧草がシロク

ローバであれば，早刈りと窒素減肥，リン酸・カリ・

石灰・苦土等のミネラルを十分に施用することで，

ある程度の回復が期待できるが（根釧農試，１９９２），
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表１　各草種の無機成分の比較 　　　　　　　　　 （乾物中％）
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表２　チモシー単播草地とチモシー・シロ（ラジノ）クローバ

混播草地における微生物数と微生物活性の比較

平均
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アカクローバやアルファルファでは肥培管理では個

体数を回復することはできない。基幹のイネ科牧草

の植生がまだ十分に生産性をあげていて，地下茎型

イネ科草がそれほど多く侵入していないのであれ

ば，簡易更新によりマメ科牧草を導入することで，

草地を甦らせることができる。更に，簡易更新の機

会に新しい優良品種を導入することができるので，

まさに「草地のリフレッシュ」を図ることができる。

マメ科牧草追播マニュアル

　「牧草の栄養価および収量向上による飼料自給率

向上促進事業（Ｇプロ）」の後，草地改良技術の体系

化と普及を目的とした「草地生産技術の確立・向上

（草プロ）」事業が２００２～２００４年度（平成１４～１６年度）

にかけて行われた。その中でこれまでの取り組み成

果の普及を目的に，既往開発技術と実践事例を体系

的に整理した「マメ科牧草追播マニュアル」が平成

１４年１２月に発行されたので，今回その内容を紹介さ

せて頂く（写真１）。「マメ科牧草追播マニュアル」

は北海道農政部酪農畜産課（０１１－２３１－４１１１内政２７

－７７１），農業改良課，農地整備課，道内各農業改良

普及センター，道立畜産試験場，天北農業試験場，

根釧農業試験場，北見農業試験場，中央農業試験場，

関係農業団体等に配布されているが，配布部数に限

りがあったので，ご希望の方には電子ファイルで配

信させて頂きます。��������	�
�����������������宛

に「マメ科牧草追播マニュアル配信希望」というメー

ルを送って下さい。

マメ科牧草追播の基本的考え方

　マメ科牧草の追播は，草地においてマメ科牧草が

衰退してイネ科優占となった場合，草地表層を部分

的に，またはその全面を対象に簡易な方法で攪拌し

て播種床を作り，優良品種の中から利用目的にあっ

たマメ科草種・品種を播種することである。マメ科

牧草の追播では既存のイネ科牧草を温存することも

１つの目的なので，完全更新のように既存植生をプ

ラウで完全にすき込んだり，除草剤で枯殺すること

はない。このため既存牧草と追播牧草との間に競合

が起きる。

　発芽に必要な水分の確保には種子と土壌との接触

（����������	�
��	�）が重要であるが，追播の際には追

播牧草用として最小限の播種床が準備されるだけで

ある。このため覆土不足やルートマットのために水

分不足の影響を受けやすい特徴がある。さらに，耕

起更新時のような堆肥散布や多量の土壌改良資材の

施用が困難なことも特徴である。したがって，追播

時には以下のような留意が必要である。

①発芽と出芽の確保のためには降雨が期待できる時

期を選定する。

②ルートマットが集積している草地は原則として追

播の対象外とする。このような草地は追播牧草へ

の水分補給に難点があり，土壌の理化学性も悪化

している場合が多い。

③既存のイネ科牧草との競合緩和策を十分講じる。

追播時の播種床造成

　追播のための播種床造成法には，全面を部分耕起

または表層攪拌する方法，幅数�～十数�で播種溝

を作る作溝法，表層全面に穿孔を作る穿孔法，草地

表層を帯状に攪拌する部分耕耘法等がある。各工法

の具体的な作業機については「牧草と園芸」の平成

１６年１１月号に紹介させて頂いた。マメ科牧草追播に

あたっては，播種床造成の施工時に以下のような留

意点が考えられる。

①マメ科牧草の追播では，既存のイネ科牧草の再生

をも期待するものなので，部分耕起または表層攪

拌法では，施工強度に留意が必要である。ロータ

リハローやディスクハローはともに本来砕土性に

優れた作業機なので，攪拌強度が強過ぎるとイネ

科牧草が十分再生せず，マメ科優占となってしま
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写真１　マメ科牧草追播マニュアル
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う場合がある。

②ロータリーハローを用いる場合は草地表層１０�程

度をできるだけ軽く攪拌処理する（写真２）。

③ディスクハローの場合，円板の角度を小さくし，

幅数�の溝がしっかりつく程度で，１～３回掛け

にする（写真３）。通常の砕土作業並に円板角度を

大きくすると草地表層がマット状に剥離し，草地

表面が凸凹になる場合がある。

④作溝法や部分耕法のためには専用機が市販されて

いる。北海道では，近年，作溝方式の専用機が主

に導入されている。オープナーで幅数�～十数�

の溝を作り，同時に播種する仕組みで，播種溝内

への施肥が可能なタイプもある。作溝方式は表層

攪拌法に比べて作業工程が少なく，作業速度が速

い（写真４）。

追播マメ科牧草と既存牧草との競合緩和

　前述のように追播では追播した牧草の幼植物が，

再生力旺盛な既存牧草との競合にもさらされるの

で，これをいかに緩和するかが成功のポイントにな

る。

①競合緩和策の１つは追播時期である。採草地では

１番草の生育が最も旺盛なので，基本的にこのス

プリングフラッシュを回避するため，春の施工を

避ける。

②競合緩和策の２つ目はイネ科牧草に対する機械的

損傷である。通常，この作業は播種床造成として

実施される。機械的損傷の強さは，全面処理方式

表層攪拌法（ロータリーハロー＞ディスクハロー）

＞（穿孔法）＞部分耕耘法＞作溝法の順である。

③競合緩和策の３つ目は，追播時または定着時にお

ける窒素施肥量の低減である。表３はブロード

キャスタを用いて追播時に草地全面に施用する場

合の量を示しており，ここではリン酸とカリは耕

起更新と同量にしている。しかし，イネ科牧草の

生育を最も促進する窒素は，追播時，追播当年秋

季とも無施用とし，２年目の早春にも０～２�／

１０ａに止めてイネ科牧草の生育を抑制し，マメ科

の定着を促す。

　北海道施肥標準では，窒素施肥量はマメ科の生草

重割合を基本に設定することとされ，個体の小さ

な２年目早春に想定されるマメ科率から目標収量

（４．５ｔ程度）を得るためには１０�／１０ａ以上の窒

素施肥が必要と考えられる。しかし，追播では，

２年目早春の窒素施肥量をマメ科率の生草重割合

が３０％以上の場合（マメ科区分１）に推奨される

４�／１０ａ以下とすることが重要である。表３に

は火山性土を例示しているが，他の土壌タイプも

ほぼ同じである。

④作溝型播種機には溝内に播種するとともに施肥も

可能な機種がある。この際，草地全面の施用を前

提とした前記の量を溝内に施用すると，溝内の肥

料濃度が高くなりすぎて「肥料焼け」を起こすお

それがあるので肥料の量を減らす必要がある。

　このような場合，泥炭草地で実施した天北農試の

写真２　ロータリハローによる播種床造成

写真３　ディスクハローによる播種床造成

写真４　作溝機による播種床造成と追播
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成績（昭和６３年）ではＮ－Ｐ２Ｏ５－Ｋ２Ｏとして０

～０．５－２．５～５．０－１．０�／１０ａが適量との結果を

得ている。

⑤競合緩和策の４つ目は，掃除刈りである。播種床

造成時に地上部が伸びている場合にはもちろん，

追播後にも適宜掃除刈りすることが定着率向上の

秘訣である。

⑥なお，通常，窒素施肥量の低減と掃除刈りの効果

は播種床造成法と密接な関係があり，表層攪拌法

式＜部分耕耘法＜作溝法の順に顕著になる。

　以上のポイントを踏まえた上で，各施工法のマメ

科牧草追播の作業の流れを図１に示した。

地域別のマメ科牧草追播のポイント

１）　道央地域におけるオーチャードグラス優占草地

ヘのアカクローバ追播

�　追播時期

　追播時期は以下の理由で７月上旬～８月上旬が適

当である。

①追播当年の牧草収穫量をできるだけ確保するた

め，１番草または２番草の収穫後とする。

②１番草収穫（６月上～中旬）後の早い時期は，降

水量不足やオーチャードグラスの再生速度が早い

ためアカクローバの出芽・定着を妨げる危険性が

高い。

③７月は，平年からみると降水量が必ずしも多くな

いので追播アカクローバの発芽がやや遅れること

がある。しかしオーチャードグラスの生育も衰え

るためアカクローバ幼植物への被覆が少なく，有

利である。

④８月上旬頃は降水量が増え，気温もまだ高いので

アカクローバの生育が十分進む。

⑤追播時期がこれより遅くなるとアカクローバの越

冬率が低下する。

�　刈り取り管理，播種床造成等の留意点

　追播に当たっては，以下の点に留意が必要であ

る。

①追播前の刈り取りはできるだけ低刈りし，追播作

業は牧草収穫後早めに行う。

②播種量は，作溝内播種では１．０�／１０ａ，ディスク

ハローによる草地表層の攪拌と種子の散播では

１．５～２．０�／１０ａ。

③追播時に窒素は無施肥とする。

④ディスクハローによる草地表層の攪拌処理と散播

の場合はケンブリッジローラによる鎮圧を十分行

う。

⑤追播後，アカクローバが本葉２～３枚展開した時

期（追播後３０日前後）に掃除刈りを行う。

⑥追播当年秋の草量が多い場合は，刈り取り危険帯

を過ぎてから刈り取る。

⑦追播翌年の春施肥は混播施肥標準よりやや窒素施

用量を減じる。

　刈り株の残量が多いと追播後にケンブリッジロー

ラで鎮圧してもアカクローバ種子と土壌との密着度

　図 1　 1番草刈り取り後の施工を前提としたチモシー主体草地へのマメ科牧草追播作業
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表３　マメ科牧草追播時の施肥量 　　　　　　　　 （火山性土）

Ｋ２ＯＰ２Ｏ５Ｎ時期更新法

８２００播種時

追播 ０００当年追肥

１２６０～２２年目早春

８２０４耕起更新時（参考）

注）耕起更新は北海道施肥ガイド（平成１４年９月）による。追播の播種
時，２年目早春のＰ２Ｏ５およびＫ２Ｏは北海道施肥ガイドの更新時及
び維持段階のマメ科区分１に準拠する。Ｎは新得畜試（調査６３年）
による。
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合いが劣るため出芽・定着

率が低下する。また，オー

チャードグラスは，地際か

ら地上１０�辺りまでの茎葉

基部に再生のための貯蔵養

分を蓄えているので高刈り

をしてこの部分を多く残す

ことはそれだけオーチャー

ドグラスの再生力が維持さ

れることになる。そのた

め，追播前の刈り取りはで

きるだけ低くする。

　以上を踏まえ，道央地域

におけるオーチャードグラ

ス優占草地ヘのアカクロー

バ追播作業の手順を図２に示した。

２）　道北地域におけるチモシー優占草地へのアカク

ローバ追播

�　追播時期

　追播時期は以下の理由で６月下旬～７月中旬が適

当である。

①追播当年の牧草収穫量はできるだけ確保する。

②チモシーの２番草は１番草に比べて再生速度が緩

慢なため，追播アカクローバの初期生育を妨げる

ことが少ない。

③追播時期がこれより遅いとアカクローバ自体の初

期生育が低下し越冬率が劣る。

　アカクローバは比較的気温の高い方が生育が良好

で，８月以降気温の低下が早い道北では，追播ア

カクローバの定着促進を図るためにも気温のピー

クとなる７月下旬を初期生育期間に含める方が有

利である。ただし，排水が良好な泥炭草地の場合

は，この時期，乾燥による出芽障害の可能性もあ

るので，１番草生育初期の５月上旬の追播が次善

の策となる。

�　刈り取り管理，播種床造成等の留意点

　１番番草刈り取り後に追播するために，以下の点

に留意する。

①１番草収穫後は極力速やかに追播する。

　図 2　道央地域におけるオーチャードグラス優占草地へのアカクローバ追播の作業手順（北農試，昭和63年）
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　図 3　道北地域におけるチモシー優占草地へのアカクローバ追播の作業手順（天北農試，昭和62年）
注）７月上旬収穫，７月中旬播種では掃除刈りは１回。
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②播種床造成は道央と同様とす

る。

③追播時に窒素は無施用とする。

④追播後は，チモシーの草丈が２０

�～３０�ごとに１～２回の掃除

刈りを行う。

⑤掃除刈り高さは，そのときのア

カクローバの草丈より少し高め

に行う。

⑥秋に堆肥やスラリーを散布しな

い。

　掃除刈りは，追播アカクローバ

の定着を図る重要なポイントであ

る。掃除刈りでは，低刈りになっ

てアカクローバを刈り込まないよ

う注意する。秋の堆肥やスラリー

の散布は，追播アカクローバがそ

れらに被覆されて枯死したり，翌

年，チモシーの生育が促進されて

アカクローバが抑圧される危険がある。

　以上を踏まえ，道北地域におけるチモシー優占草

地ヘのアカクローバ追播作業の手順を図３に示し

た。

７）　道東地域におけるチモシー優占草地へのアカク

ローバ追播

�　追播時期

①他の地域と同様に，追播時期は播種年の草量と発

芽時の水分が確保でき，なおかつ越冬までに十分

生育できるよう決定される。

②夏期における降水分布からみて，７月下旬から８

月上旬にかけては降雨を望める時期でもあり，ア

カクローバの越冬態勢確立のための生育期間も確

保でき，播種の適期である。

③アカクローバの定着促進のため，既存のチモシー

は播種時には窒素施肥が抑えられるととも，数度

の掃除刈りを受ける。したがって播種後には，草

量が十分確保できないことになるので，早春には

十分な施肥を行い１番草で草量を確保する。

�　刈り取り管理，播種床造成等の留意点

①播種床造成として，ロータリハローまたはディス

クハローを用いた全面処理方式，部分耕方式およ

び作溝方式が適用できる。

②全面処理方式は耕起更新と同様に鎮圧が不可欠で

ある。特にロータリハローによる処理では根塊が

地表面に多く露出するため播種前後の鎮圧が有効

である。また，ロータリハロー施工はチモシーに

対するダメージが大きく，シバムキなどの地下茎

型イネ科雑草が侵入していれば，これらを活性化

する可能性もあるので注意が必要である。

③作溝型の専用機の場合，播種年の秋には１～２回

の掃除刈りが不可欠である。チモシーが伸び過ぎ

ると搬出が必要になる。

④２年目早春施肥

　アカクローバの定着を促すために，２年目早春の

窒素施肥量は０～２�／１０ａとする。

　以上を踏まえ，道東地域におけるチモシー優占草

地ヘのアカクローバ追播作業の手順を表４に示し

た。

「草地生産技術の確立・向上（草プロ）」事業では，

「マメ科牧草追播マニュアル」の他，平成１６年２月

に「イネ科牧草簡易更新・追播事例集」を発行して

いる。両資料が，簡易・低コストな草地改良の取り

組みによる自給飼料の増産に活用頂ければ幸いであ

る。

表４　道東地域におけるチモシー優占草地へのアカクローバ追播の作業体系

ね　ら　い作　　　業時　　期

追播当年の草量確保チモシー優占草地用肥料施肥早　春

追　播　年

追播アカクローバ保護のため，ス
プリングフラッシュを回避する。

１番草刈り取り，追肥はしない
６月下旬　
～７月上旬

チモシーの生育抑制
追播前掃除刈り（再生草量が多い
場合）

７月下旬

降雨の望める時期，追播アカク
ローバの越冬態勢確保

播種床造成，アカクローバ播種
（１�／１０ａ，優良品種）。窒素
は無施用，リン酸とカリは通常の
耕起更新時と同程度を施用。石灰
質資材は維持管理草地における炭
カル追肥指標による。

７月下旬　
～８月上旬

チモシーの生育抑制，アカクロー
バ保護

掃除刈りの実施
作溝方式：チモシーの草丈２５�の
時，１，２回
部分耕・全面処理方式：９月中旬
頃１回

８月中旬　
～９月中旬

チモシーの生育抑制，アカクロー
バ保護

施肥
窒素：０～２�／１０ａ
他の成分は必要量

早　春

追播翌年

アカクローバ維持
１番草刈り取り，アカクローバの
混生率に対応した追肥

６月下旬　
～７月上旬

（新得畜試，昭和６３年）


